
田
村　
貴
校
は
、
観
点
別
学
習
状
況
の

評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の
結
果

を
評
定
に
総
括
す
る
方
法
を
見
直
し
た

と
伺
い
ま
し
た
。

一
條　
本
校
は
２
０
２
２
年
度
に
、
各
観

点
の
評
価
結
果
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
評

定
に
総
括
す
る
方
法（
図
❶
）を
採
用
し
、

23
年
度
ま
で
そ
の
方
法
で
評
価
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
24
年
度
に
着
任
し
た

三
井
校
長
か
ら
、
そ
の
方
法
の
懸
念
点
が

示
さ
れ
、
見
直
し
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

三
井　
着
任
後
、
評
定
に
総
括
す
る
方

法
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
内
規
に

示
さ
れ
た
３
観
点
の
評
価
結
果
の
組
み

合
わ
せ
、
す
な
わ
ち
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
並
び

順
は
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・

表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
の
順
で
は
な
く
、
そ
の
組
み
合
わ

せ
で
あ
れ
ば
、
並
び
順
は
問
わ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
各
観
点
で
評
価
す
る
内
容

や
、
観
点
間
の
関
係
性
を
踏
ま
え
る
と
、

例
え
ば
、「
知
識
・
技
能
」
が
Ｃ
で
、「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
と
「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
」
が
Ａ
や
Ｂ
の
「
Ｃ

Ａ
Ａ
」「
Ｃ
Ｂ
Ｂ
」
は
極
め
て
起
こ
り
に

く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
文

部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
学
習
評
価
の

考
え
方
を
改
め
て
確
認
し
た
上
で
、
起

こ
り
に
く
い
組
み
合
わ
せ
を
評
定
へ
の

総
括
の
対
象
か
ら
外
し
、
妥
当
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
７
通
り
（
図
❷
）
に
絞

る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
先
生
方

に
提
案
し
ま
し
た
。

田
村　
観
点
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
深

く
理
解
し
た
上
で
、「
起
こ
り
に
く
い
組

み
合
わ
せ
が
あ
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
評

定
に
総
括
す
る
組
み
合
わ
せ
を
整
理
し

た
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
極
め
て
価
値
の
あ

る
も
の
で
す
。
先
生
方
は
、
こ
れ
ま
で
３

つ
の
観
点
を
個
別
に
捉
え
た
評
価
か
ら
、

観
点
間
の
関
係
性
を
踏
ま
え
た
評
価
に

転
換
す
る
こ
と
に
な
り
、
評
価
の
視
点
や

方
法
を
根
本
的
に
見
直
す
、
意
義
深
い
機

会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
井　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。24
年
度
の

設
立　

 

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年

形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
科
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　

国
公
立
大

は
、
小
樽
商
科
大
、
帯
広
畜
産
大
、
北
海
道
教

育
大
、
北
海
道
大
、
室
蘭
工
業
大
、
札
幌
市
立

大
な
ど
に
22
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
札
幌
大
、

北
星
学
園
大
、
北
海
学
園
大
、
北
海
道
医
療
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
１
５
人
が
合
格
。
短

大
・
専
門
学
校
進
学
75
人
。
就
職
31
人
。

左から／一條直
なお

紀
き

（教務主任、数
学科）、三井智和（校長）、押

おしがみ
上恭

やすのり
徳

（１学年主任、数学科）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

文
部
科
学
省
　

初
等
中
等
教
育
局
　

主
任
視
学
官

田
村
学
　

た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
教
科
教
育
学
、
教
育
方
法
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
論
。
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学
官
、
國
學
院
大
學
教

授
な
ど
を
経
て
、現
職
。
著
書
に
、『
学
習
評
価
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
多
数
。

学習評価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイントを
田村先生がアドバイス

北
海
道
滝
川
西
高
校

評
定
へ
の
総
括
の
組
み
合
わ
せ
の

議
論
を
通
じ
て
、評
価
の
質
を
向
上

観
点
間
の
関
係
性
を
踏
ま
え
、各
観
点

の
評
価
結
果
の
組
み
合
わ
せ
を
絞
る

北海道滝川西高校プロフィール
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後
期
は
７
通
り
を
基
に
評
定
に
総
括
し

た
と
こ
ろ
、特
に
実
技
を
伴
う
教
科
か
ら
、

「『
思
考
・
判
断
・
表
現
』の
評
価
に
お
い

て
必
ず
し
も『
技
能
』の
活
用
を
前
提
と

し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
、

『
知
識
・
技
能
』の
評
価
と
連
動
し
な
い
場

合
が
あ
る
」と
い
っ
た
意
見
が
年
度
末
に

出
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
再
度
、
教

務
部
と
協
議
し
、
25
年
度
の
評
定
に
総
括

す
る
方
法
を
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

過
程
を
書
き
出
さ
せ
て
評
価
す
る
課
題

を
出
す
な
ど
、
定
期
考
査
の
問
題
や
発

表
の
課
題
な
ど
の
設
計
に
お
い
て
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。

田
村　
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
に
お
い
て
は
、評

価
規
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。「
よ
い
発
表
だ
っ
た
」の「
よ
い
」が
、

内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
思
考
・

判
断
・
表
現
」
の
、
粘
り
強
さ
や
自
己

調
整
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
評

価
す
る
内
容
に
つ
い
て
教
師
間
で
話
し

合
い
、
言
語
化
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
評

価
観
や
指
導
観
、
評
価
規
準
の
目
線
を

合
わ
せ
る
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
観
点
間
の
関
係
性
を

踏
ま
え
た
評
価
の
質
が
さ
ら
に
高
ま
り
、

授
業
改
善
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

三
井　
観
点
別
評
価
の
考
え
方
を
改
め

て
整
理
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
現
場
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
評
価
の
あ
り
方
・

方
法
を
見
直
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

田
村　
三
井
校
長
が
先
生
方
に
配
布
さ

れ
た
資
料
は
、
観
点
別
評
価
の
考
え
方

や
校
内
の
課
題
、
ご
自
身
の
考
察
が
丁

寧
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
先
生
方
が

評
価
方
法
を
見
直
す
た
め
の
足
場
か
け

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
24
年

度
末
に
出
た
各
教
科
・
科
目
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
評
定
に
総
括
す
る
方
法

を
ど
の
よ
う
に
見
直
し
ま
し
た
か
。

一
條　
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
行
う
際
、「
知

識・技
能
」が
「
Ｂ
」
で
も
、「
思
考・判
断・

表
現
」が
「
Ａ
」
に
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
４

通
り
を
追
加
し
た
11
通
り
（
図
●❸
）
で
評

定
に
総
括
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

田
村　
７
通
り
に
絞
っ
て
総
括
を
し
た

時
の
違
和
感
を
基
に
、
再
び
見
直
し
て
11

通
り
に
し
、
教
師
が
よ
り
納
得
す
る
総
括

の
あ
り
方
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
す
ね
。

押お
し
が
み上　
私
が
担
当
す
る
数
学
科
で
は
、
そ

の
見
直
し
を
き
っ
か
け
に
、「
思
考・判
断・

表
現
」
の
評
価
の
精
度
を
よ
り
高
め
よ

う
と
議
論
し
て
い
ま
す
。
答
え
ま
で
の

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。次の関連記事の各タイトルを
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のか！　学習評価」評定への総括の考え方と方法　▶2023年12月号「そうだったのか！　学習評価」評価規準の設定と運用のポイント

状況

十分満足で
きるもののう
ち、特に高い
程度のもの

十分に満足
できると判断
されるもの

概ね満足で
きると判断さ
れるもの

努力を要する
と判断される
もの

努力を要する
と判断された
もののうち、
特に程度が
低いもの

●❶
2024年度
前期まで

各観点の
評価結果の
組み合わせ

AAA、AAB ABB、AAC
BBB、ABC
ACC、BBC

BCC CCC

評定 ５ ４ ３ ２ １

A、B、C の並び順は問わない。

※学校資料を基に編集部で作成。

●❷
2024年度
後期

各観点の
評価結果の
組み合わせ

AAA、ABA ABB BBB、BCB BCC CCC

評定 ５ ４ ３ ２ １

A、B、C の並び順は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の順。

●❸
2025年度
から

各観点の
評価結果の
組み合わせ

AAA
（ABA、BAA）

ABB
（BAB）

BBB
（BCB、CBB）

BCC
（CBC） CCC

評定 ５ ４または３ ４または３ ３または２ ２または１

A、B、C の並び順は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の順。（　）の組
み合わせは、｢知識・技能」と「思考・判断・表現」が連動しない場合のみ。

評
価
す
る
内
容
を
言
語
化
し
、

評
価
の
目
線
を
合
わ
せ
る

関連記事はこちら！

各観点の評価結果の組み合わせと評定の対応表図

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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